



 


人口のうごき(令和４年12月１日現在) 人口 4,294人(＋７人) 男 2,150人(－２人) 女 2,144人(＋９人) 世帯数 2,142世帯(＋７世帯)
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横浜町長

石 橋 勝 大

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
の
新
春
を
お
迎
え
し
、

ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
ま
さ
に
波
乱
万
丈
の
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
す
が
、
第
６
～
７
波
が
落
ち
着

き
を
見
せ
た
10
月
に
は
「
全
国
旅

行
支
援
」
が
開
始
さ
れ
、
終
息
を

期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

も
第
８
波
の
到
来
か
と
言
わ
れ
て

お
り
、
終
息
の
目
途
は
立
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。

続
い
て
２
月
に
始
ま
っ
た
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
」
は
現
在
も
継
続

し
て
お
り
、
世
界
経
済
の
停
滞
に

追
い
打
ち
を
か
け
る
形
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
食
糧
価
格
の
高
騰
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
暗
い
影

を
落
と
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
で
は
、
２
月
に
海
岸
に
大

量
の
イ
ワ
シ
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
頂
き
、
迅
速
な
回
収
作
業
を

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

４
月
に
は
町
内
の
養
鶏
場
で
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
２

例
発
生
し
、
青
森
県
の
ほ
か
自
衛

隊
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
約
27

万
羽
の
鶏
が
処
分
さ
れ
、
無
事
終

息
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
事
業
所
で
は
国
・
県
の
指

導
に
よ
る
再
発
防
止
策
を
講
じ
て

お
り
ま
し
た
が
、
11
月
に
も
発
生

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
県
の
迅
速

な
対
応
に
よ
り
約
12
万
羽
の
鶏
が

殺
処
分
さ
れ
、
被
害
の
拡
大
を
抑

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

８
月
に
は
大
雨
に
よ
り
、
当
町

で
は
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
県
内
で
は
鰺
ヶ
沢
町

の
中
村
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
、
津

軽
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
、
頻
発
す
る
大
雨
被
害
に

危
機
感
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

次
に
、
当
町
の
産
業
の
状
況
を

見
ま
す
と
、
農
業
で
は
、
水
稲
の

作
柄
概
況
は
平
年
並
み
と
な
り
、

一
等
米
比
率
は
85
％
と
な
り
ま
し

た
。
馬
鈴
薯
は
、
天
候
不
順
に
よ

り
例
年
に
比
べ
大
幅
な
減
収
と
な

り
ま
し
た
。
に
ん
に
く
は
、
障
害

球
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、
収
量
は

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
な

が
い
も
、
ご
ぼ
う
に
つ
い
て
は
、

病
害
虫
の
発
生
や
天
候
不
順
に
よ

り
例
年
を
下
回
る
入
庫
量
と
な
り

ま
し
た
。

漁
業
で
は
、
養
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ

が
へ
い
死
に
よ
り
、
10
月
末
の
前

年
比
数
量
で
約
７
％
の
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
単
価
が
約
36
％
高
と

高
値
で
推
移
し
、
金
額
で
約
26
％

増
と
前
年
度
実
績
を
上
回
る
見
込

み
で
す
。
鮮
魚
は
、
10
月
末
の
数

量
で
約
20
％
の
増
、
金
額
で
約
33

％
の
増
と
前
年
度
実
績
を
上
回
っ

て
お
り
、好
漁
で
推
移
し
ま
し
た
。

今
後
の
見
通
し
で
は
、
養
殖
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
へ
い
死
被
害
が
深
刻

で
、
総
水
揚
げ
高
の
大
幅
な
減
少

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

商
工
観
光
業
で
は
、「
菜
の
花

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
３
年
連
続

の
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、「
花

火
大
会
」
等
の
一
部
イ
ベ
ン
ト
が

再
開
し
、
少
し
で
す
が
明
る
い
兆

し
が
見
え
て
参
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
消

費
の
停
滞
及
び
物
価
高
騰
に
よ

り
、
全
産
業
に
お
い
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

国
で
は
、
電
気
料
金
の
値
上
げ

も
予
想
さ
れ
て
い
る
現
在
の
物
価

上
昇
に
対
し
て
、
生
活
困
窮
者
支

援
、
原
油
価
格
高
騰
対
策
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
原
材
料
・
食
料
安
定
供

給
対
策
、
中
小
企
業
対
策
な
ど
の

取
組
の
実
施
を
打
ち
出
し
て
い
る

ほ
か
、
こ
れ
ま
で
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
」
に
よ
り
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
事
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
措
置
し
て
お
り
、
町
で
は
昨

年
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
１

人
１
万
５
千
円
の
商
品
券
支
給
、

農
・
漁
業
者
へ
の
給
付
金
支
援
、

高
校
生
へ
の
10
万
円
給
付
、
50
％

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
、

福
祉
灯
油
購
入
助
成
等
の
事
業
を

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
町
で
は
令
和
５

年
度
か
ら
、「
原
子
力
立
地
給
付

金
」
の
一
部
に
よ
り
電
気
料
の
還

元
を
再
開
し
、
物
価
高
騰
に
よ
る

町
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

引
き
続
き
交
付
金
等
を
有
効
活
用

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
と
地
域
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

今
後
も
議
会
と
十
分
協
議
を
図

り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
こ
の

町
に
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ

る
持
続
可
能
な
町
政
運
営
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

方
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
新
年
が
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

令
和
５
年

年
頭
所
感

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
横
浜
町
議
会

を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
「
戦
」
い
が
３
年
に
及
ぼ
う

と
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
や
社

会
経
済
活
動
は
少
し
ず
つ
元
の
姿

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
国
際
情
勢
の
窮
迫

化
に
よ
る
原
油
高
、
原
材
料
高
と

急
激
な
円
安
に
よ
る
物
価
高
騰
は

地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
ま
す
。
現
下
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
・
物
価
高
騰
は
大
変
深
刻

な
問
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
７
月
８
日
に
は
、

安
倍
晋
三
元
首
相
が
奈
良
市
で
演

説
中
に
銃
撃
さ
れ
死
亡
す
る
と
い

う
衝
撃
的
な
事
件
が
あ
り
、
国
内

外
で
社
会
を
ゆ
る
が
す
出
来
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

当
町
で
は
、
２
月
22
日
沿
岸
に
大

量
の
イ
ワ
シ
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
回
収
作
業
は
町
を
挙
げ
て

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
４
月
８
日
、
当
町
の
養

鶏
場
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
約
15
万
９
千
羽
が

処
分
と
な
り
ま
し
た
。
同
月
15
日

に
２
例
目
が
発
生
し
、
さ
ら
に
10

万
８
千
羽
が
殺
処
分
と
な
り
ま
し

た
。
11
月
20
日
に
も
３
例
目
が
発

生
、
約
12
万
３
千
羽
が
殺
処
分
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
期
に
小
・
中
学

校
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
蔓
延
し
、
休
校
措
置
が
と

ら
れ
る
な
ど
の
対
応
と
な
り
ま
し

た
。５

月
２
日
、
大
豆
田
地
区
自
然

苑
周
辺
に
て
青
空
の
も
と
菜
の
花

開
花
宣
言
が
行
わ
れ
、
な
の
は
な

小
路
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
作
付

面
積
約
80
ｈ
ａ
、
県
内
外
か
ら
の

集
客
見
学
者
数
は
１
万
３
千
人
を

超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
菜
の
花

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
３
年
連
続
の

中
止
で
し
た
。

７
月
８
日
、
青
森
県
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
７
日

連
続
で
前
の
週
を
上
回
り
「
第
７

波
に
入
っ
た
と
い
う
認
識
」
を
示

し
ま
し
た
。
東
北
三
大
祭
り
の
う

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の

影
響
で
中
止
し
て
い
た
「
青
森
ね

ぶ
た
祭
」
な
ど
は
８
月
、
３
年
ぶ

り
に
開
か
れ
ま
し
た
。「
第
７
波
」

の
な
か
、
各
主
催
団
体
は
適
切
な

感
染
対
策
を
講
じ
る
な
ど
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
、
当
町
で
も
、
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
ふ
る
さ
と
の
ま
つ
り
が

３
年
ぶ
り
（
同
14
日
）
に
行
わ
れ
、

夏
休
み
ち
び
っ
こ
広
場
と
花
火
大

会
、
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
「
明
る
い
兆
し
」
と
な
り
ま
し

た
。秋

ま
つ
り
は（
９
月
14
日
開
幕
）

３
年
ぶ
り
に
八
幡
神
社
例
大
祭
が

行
わ
れ
、
町
内
に
笛
や
太
鼓
の
賑

や
か
な
音
色
が
響
き
わ
た
り
、
沿

道
に
は
行
列
や
神
楽
を
観
る
た
め

大
勢
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
10
月

６
日
開
幕
）
と
呼
ば
れ
る
第
12
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大

会
に
当
町
か
ら
25
年
ぶ
り
２
回
目

の
出
場
を
果
た
し
、
Ｊ
Ａ
、
役
場

と
地
域
の
連
携
で
女
性
初
の

ハ

ン
ド
ラ
ー
を
擁
し
大
会
へ
参
戦
、

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。10

月
22
日
、「
横
浜
な
ま
こ
フ
ェ

ア
」
は
資
源
量
の
回
復
が
見
込
め

ず
当
面
休
止
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
12
月
14
日
、
年
末
の
食

卓
を
彩
る
「
横
浜
な
ま
こ
」
本
年

度
の
漁
中
止
で
水
揚
げ
急
減
、
資

源
管
理
で
苦
渋
の
決
断
を
講
じ
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
部
門
で
は
、
６
月
中
旬
ま

で
の
低
温
と
７
月
の
日
照
不
足
が

響
き
、
な
た
ね
、
小
麦
は
生
育
不

良
や
病
害
等
に
よ
り
減
収
と
な
り

ま
し
た
。
馬
鈴
薯
・
な
が
い
も
・

ご
ぼ
う
は
８
月
の
大
雨
・
長
雨
の

影
響
を
受
け
減
収
と
な
り
、
入
庫

量
は
例
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
水
稲
で
は
、
出
穂
最
盛

期
が
平
年
よ
り
２
日
早
い
８
月
６

日
と
な
り
、
作
柄
概
況
は
平
年
並

み
と
な
り
ま
し
た
。

漁
業
部
門
の
養
殖
ホ
タ
テ
ガ
イ

は
、
数
量
で
前
年
比
７
％
の
減
、

単
価
で
前
年
比
36
％
の
増
、
水
揚

金
額
で
は
前
年
比
26
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
３
年
産
の
稚
貝

が
へ
い
死
被
害
に
よ
る
不
足
や
令

和
４
年
産
ホ
タ
テ
ガ
イ
ラ
ー
バ
の

付
着
が
少
な
く
稚
貝
不
足
と
な
る

が
確
保
対
策
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
鮮
魚
の
ヒ
ラ
メ
は
、

数
量
で
前
年
比
20
％
の
増
、
水
揚

金
額
で
は
前
年
比
33
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

も
は
や
疑
う
余
地
は
な
く
地
球

温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
の
あ
ら

わ
れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気
候
変
動
は
災
害
を
起
こ
し
、

農
産
物
へ
も
影
響
す
る
身
近
な
課

題
で
す
。

町
議
会
と
し
て
は
、
基
幹
産
業

を
守
り
育
て
、
経
営
安
定
に
努
力

す
る
た
め
に
関
係
団
体
・
生
産
者

の
取
組
に
対
し
、
町
と
一
体
と
な

り
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。「
こ
こ
ろ
と
自
然
が

豊
か
な
菜
の
花
の
町

よ
こ
は

ま
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
事
業

の
推
進
と
課
題
解
決
に
向
け
て
真

摯
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。結

び
に
本
年
が
よ
り
良
い
１
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
５
年

新
年
の
挨
拶

横浜町議会議長

小 川 和 男

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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小学校５年生児童（卯年生まれ＋辰年生まれ）２８名に
令和５年の目標を聞いてみました

西濵 悠聖（にしはま ゆうせい）
プロ野球選手になるために練習を頑張

る。

菊池 航生（きくち こうせい）
漁師になるためにいろんな魚を覚え

る。

濱辺 希幸（はまべ きこう）
有名人になれるように何でも努力す

る。

古澤 虹（ふるさわ こう）
公務員になるために勉強に力を入れ

る。

松橋 桐弥（まつはし とうや）
料理人になるために勉強を頑張る。

杉山 洸哉（すぎやま こうや）
プロの釣り人になるために魚に詳しく

なる。

谷 颯祐（たに そうすけ）
バスケの試合で勝つために練習を頑張

る。

鳥山 瑛登（とりやま えいと）
虫をたくさん調べ、もっとくわしくな

りたい。

川嶋 幸羽（かわしま こうは）
バスケット選手になるために努力をし

続ける。

杉山 琉晟（すぎやま りゅうせい）
思いやりの心をもった優しい大人にな

る。



（敬称略）

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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中山 拳斗（なかやま けんと）
料理人になるために料理の練習をす

る。

二木 瑠斗（にき りゅうと）
お父さんの牧場で働いてみんなを助け

る。

斗米 武蔵（とまい むさし）
プロサッカーでバロンドールを受け取

る。

森川 凌芽（もりかわ りょうが）
プロ野球選手を目指してたくさん練習

をする。

保坂 美穂（ほさか みほ）
海外で活躍できるように英語を頑張

る。

坂下 空桜（さかした そら）
バレーで上手くなるように練習を頑張

る。

長郷 結菜（なごう ゆいな）
パティシエになるためにお菓子作りを

頑張る。

森川 由衣奈（もりかわ ゆいな）
警察長になるために勉強を頑張る。

坂下 明日香（さかした あすか）
料理実況者になるために料理を頑張

る。

小原 帆貴（おばら ほたか）
警察になるために勉強をいっぱいした

いです。

濱谷 勘太（はまや かんた）
巨人の4番で活躍できるよう練習し続

ける。

川﨑 空眞（かわさき くうま）
親切な大人になるために手伝いを頑張

る。

外井 洸太朗（そとい こうたろう）
優しい立派な大人になるために努力す

る。

川﨑 椿月（かわさき ちいな）
バレー選手になるために練習を頑張

る。

菊地 虹帆（きくち にじほ）
バレー選手になるために練習を頑張

る。

泊 咲希（とまり さき）
漫画家になれるように絵の練習を頑張
る。

石岡 夢輝心（いしおか ゆあん）
獣医になってたくさんの動物を助けた

い。

髙橋 千尋（たかはし ちひろ）
いい大人になるために困っている人を

助ける。

２０２３年の干支は卯ですが、正確には癸卯となります。
癸卯の「癸」は、「揆（はかる）」という文字の一部であることから「春の間

近でつぼみが花開く直前である」という意味だといわれています。「卯」はも
ともと「茂」という字が由来といわれ、「春の訪れを感じる」、また、「卯」と
いう感じが門が開いている様子を連想させることから「冬の門が開き、飛び
出る」という意味があるといわれています。
この２つの組み合わせである癸卯には「これまでの努力が花開き、実り始

める」といった縁起のよさを表しています。

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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マスコミから見たこの１年 10大ニュース

東奥日報社 野辺地支局
支局長 兼平 昌寛さん
TEL 0175-64-2156
FAX 0175-64-1159

新年、あけましておめでとうございます。東奥日報社野辺地支局長の兼平昌寛です。日ごろ、横浜町の皆さ
まには大変お世話になり、楽しく取材させていただいております。
昨年も新型コロナウイルスの影響が続いた１年となりましたが、県内外でイベントが少しずつ再開され、町
内では、ふるさとのまつりの花火大会、八幡神社のみこし渡御が実施されました。一方、菜の花フェスティバ
ルは残念ながら３年連続で中止となりました。それでも、昨年も「なのはな小路」が多くの町民、観光客の心
を癒やしてくれたのが印象的でした。１位に挙げた町内での高病原性鳥インフルエンザ発生には、「まさか」
という思いでした。２位のイワシ大量漂着も驚きの出来事でした。３位は明るい話題として「よこはまＳＵＮ
＊ＳＵＮプロジェクト」立ち上げを挙げました。私も横浜の夕日に感動した１人です。
県内外では、ロシアによるウクライナ侵攻が世界の平和と国際秩序の根幹を揺るがしました。また、円安進
行などによる値上げラッシュが家計を直撃した１年でした。
個人的には、八幡神社例大祭のみこし渡御の際、自宅前にテントを張って行われていた「もてなし」がとて
も印象に残りました。部外者である記者にも、豚汁、おにぎり、焼きそばを振る舞ってくれて感激しました。
2012年、暴風雪で車両400台以上が立ち往生した際、町民や役場職員らによるおにぎりなどの配布がなぜスムー
ズに行われたのか、ずっと疑問に思っていました。昨年のみこし渡御の際、横浜町には人情の温かさ、もてな
しの文化が根付いているのだとあらためて実感し、その謎が解けた気がします。
本年は横浜町にとって、町民にとって、幸多き１年となりますよう心からお祈りいたしております。私も明
るいニュースが多く届けられるよう努力いたします。引き続き、よろしくお願いいたします。

 の心に残った
【横浜町】
①町内の養鶏場で４月に２例、秋にも再
び高病原性鳥インフルエンザ発生
②海岸に４年ぶり大量のイワシ漂着
③町民有志らが「よこはまＳＵＮ＊ＳＵ
Ｎ（サンサン）プロジェクト」立ち上げ
④ふるさとのまつり花火大会と八幡神社
例大祭のみこし渡御、３年ぶりに実施
⑤菜の花フェスティバルと菜の花マラソ
ン、３年連続中止

【県内外】
①ロシアによるウクライナ侵攻
②円安進行で値上げが相次ぎ、家計直
撃
③安倍元首相銃撃事件と旧統一教会問
題
④県内で８月に大雨被害
⑤石原慎太郎さんや上島竜兵さん、三
遊亭円楽さん、アントニオ猪木さん、
仲本工事さんら相次ぐ有名人の訃報

デーリー東北新聞社 野辺地分局
記者 千葉 達也さん
TEL 0175-64-3210
FAX 0175-64-1333

新年あけましておめでとうございます。昨年の春に、デーリー東北新聞社の三沢総局野辺地分局に赴任して
参りました。皆さまには大変お世話になっております。心からお礼申し上げます。
さて、私の「心に残った10大ニュース」ですが、横浜町では、鳥インフルエンザが上位を占めてしまいまし
た。菜の花フェスティバルは中止となってしまいましたが、昨年に続き、花畑の中を散策できる「なのはな小
路」がオープンしました。見頃の時期に何度か訪れましたが、そのたびに幸せな気持ちでいっぱいになりまし
た。今年の菜の花も、今からとても楽しみです。
県内に目を転じると、新型コロナウイルス感染症が収束しない日々が続いております。何かと不自由な生活
が続きますが、１日も早く平穏な日常が戻ることを祈っております。本年もどうぞよろしくお願いいたしま
す。

 の心に残った
【横浜町】
①横浜町で高病原性鳥インフルエンザ相
次ぐ（４月）
②菜の花フェスティバルが３年連続中止。
なのはな小路設ける
③横浜町で高病原性鳥インフルエンザ発
生（11月）

【国内外】
①新型コロナウイルス感染症の流行続
く
②青森銀行とみちのく銀行が経営統合
③県内で大雨被害
④使用済み核燃料再処理工場の完工延
期
⑤サッカーのワールドカップ日本代表
に柴崎岳選出
⑥八戸市の老舗百貨店「三春屋」閉店
⑦青森市の「マエダガーラモール店」
閉店へ

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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横浜町原子力防災訓練が実施れました
横浜町役場及び菜の花にこにこセンターにおいて、
大地震による東北電力㈱東通原子力発電所の事故を
想定した、横浜町原子力防災訓練が実施されました。
訓練では、災害対策本部運営訓練、学校・福祉施設
等との情報伝達訓練、一時避難所運営訓練が行われ
ました。
また、同日開催された青森県原子力防災訓練には、
広域避難訓練として町役場職員及び大町町内会が参
加し、バスによる避難や、避難所での生活体験等、町
と県が連携した訓練を実施し、原子力防災への知識
を深めました。

町内の避難場所
【北地区】
■浜田生活改善センター
■有畑町内会館
■鶏沢老人憩いの家
■大豆田コミュニティセンター和の里
■桧木生活改善センター
【本町地区】
■横浜中学校
■横浜小学校
■菜の花にこにこセンター
■トレーニングセンター・洗心閣
【南地区】
■旧南部小学校
■南地区老人憩いの家
■松栄婦人ホーム
■烏帽子平自然の家

参加機関
①横浜町
②北部上北広域事務組合
横浜消防署

③大町町内会
④横浜小学校
⑤横浜中学校
⑥横浜あさひ幼稚園
⑦ちどり保育園
⑧第二ちどり保育園
⑨横浜児童センター
⑩有料老人ホームよこはま
⑪グループホームよこはま
⑫横浜町社会福祉協議会

横浜中学校あかちゃふれあい体験学習
11月16日(水)横浜中学校においてあかちゃんふれあい体
験学習が行われました。
あかちゃんふれあい体験学習は中学３年生を対象として
行われ、３グループに分かれ「赤ちゃんとの接し方」「妊婦
体験」「離乳食づくり・試食」の３つを体験しました。
体験した生徒からは、「お父さんになってから今日体験し
たことを毎日すると思うと貴重な体験だった。」「離乳食は
食感が苦手で、すり鉢で毎日作るのは大変だと思った」と感
想を述べていました。

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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永年の功績を称えて
リンクステーションホール青森において、令和４
年度青森県農業委員会大会が開催され、横浜町農業
委員会会長の長倉喜美男氏が永年勤続農業委員とし
て表彰されました。
長倉氏は、20年間農業委員を務め、南地区を中心に
農地利用の最適化や地域農業の振興と担い手育成に
大きく貢献された功績が認められ、今回の受賞とな
りました。

除雪安全祈願祭
11月18日(金)除雪ステーションにおいて除雪安全
祈願祭が行われました。
祈願祭には町内の除雪作業に携わっている横浜町
建設安全協議会の７社が参加し、除雪作業の安全を
祈願しました。
除雪後は家屋の前に寄せ雪が発生しますので、町
民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

＊＊＊＊＊横浜町建設安全協議会＊＊＊＊＊
㈱小川ボーリング建設工業 白糠建設㈱
浜谷建設㈱ ㈲千葉建設
㈱清水バーナー設備 ㈱東星建設
㈱なのはな建設

マイナンバカドとマイナポイントについて
マイナンバーカードはマイナポータルと併用することで電子申請や自分の情報を閲覧することができます。
例えば、年金保険料の免除・猶予申請や学生納付猶予申請、厚生年金から国民年金への加入などの手続きがで
き、役場や年金事務所に出向くことなくスマートフォンなどから手続きすることができます。
国では、現行の健康保険証を廃止し、マイナンバーカードと一体化することを発表しており、また、運転免許
証とも一体化が予定されております。今後におけるマイナンバーカードは、本人確認以外にも生活する上で必
要になる場面が多くなります。
マイナンバーカードは申請から交付までに３週間ほど時間を要します。そのため、早めに申請をしないとマ
イナンバーカードをいざ使うとなったときには使うことはできませんので、余裕をもって申請するようにしま
しょう。
マイナポイントの申込みは2023年２月末までとなります。ただし、マイナポイントの5,000円分の部分（利用
金額25％）におけるチャージまたは支払いの対象期限も2023年２月末までとなりますのでご注意ください。

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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手踊り嬢 練習納め!!
新型コロナウイルス禍の中、横浜町南部手踊り保存会（会長

二木きみ子）は、令和４年の練習納めを12月14日(水)午後６時
30分洗心閣で行いました。「南部甚句」「南部あいや節」の２曲
に汗を流しました。写真は、「南部あいや節」です。
今月と２月の練習は、コロナ禍と厳冬期のため休むことにし、

３月は２日(木)と16日(木)の午後６時30分から洗心閣です。練
習風景を一度のぞいてみませんか。
現在、保存会では、踊り手・歌い手・拍子方を募集中です。

◆お問合せ
◇会 長 二木 きみ子 TEL０１７５（７８）３６０４
◇副会長 長谷川 唱子 TEL０１７５（７８）３９６６

人権擁護委員及び行政相談員のお知らせ
◆行政相談委員（行政が行う仕事についての苦情・意見等） ◆人権擁護委員（人権に関する相談）
○若佐 昭男（三保野154番地4） ○若佐 昭男（三保野）
ＴＥＬ ７８－３７６２ ○上野 洋子（幸町）
○総務省青森行政監視行政相談センター ○杉山 昌志（緑町）
ＴＥＬ ０５７０－０９０－１１０
◆みんなの人権１１０番 ＴＥＬ ０５７０－００３－１１０ ◆子どもの人権１１０番
◆女性の人権ホットライン ＴＥＬ ０５７０－０７０－８１０ ＴＥＬ ０１２０－００７－１１０

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)



  

  
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  ~ 
  

5 1 1

5 1 1  

4 1 1 4 12 31   

 

4

 

4

2  

4

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

1
31

 

 
 

  

10

令和５年度 町・県民税申告のお知らせ

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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０
１
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５
（
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）
２
１
１
１

（
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線

２
３
７
）

◇
後
期
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・
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国
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衛
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TEL
０
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５
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２
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６
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）
７
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３
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ま
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乗
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ら
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生
活
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支
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給
付

金
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振
込
口
座
が
使
え
な
い
た

め
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新
し
い
口
座
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暗
証
番
号
、

マ
イ
ナ
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ー
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教
え
て
ほ
し

い
。」
と
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不
審
な
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話
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か
っ
て
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た
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例
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さ
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厚
生
労
働
省
お
よ
び
日
本
年
金

機
構
で
は
、
電
話
で
お
客
様
の
口

座
番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
等
を
お
聞
き
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が

あ
っ
て
も
、
口
座
番
号
等
の
個
人

情
報
を
答
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
む
つ
年
金
事
務
所
ま
た
は
役

場
町
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
役
場
町
民
課
戸
籍
年
金
Ｇ

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

２
３
６
）

◇
む
つ
年
金
事
務
所

TEL
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５



















































































国
民
健
康
保
険
で
は
、
様
々
な

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
生
活

が
困
窮
し
て
い
る
方
に
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
（
税
）
や
一
部
負
担

金
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

◆
国
民
健
康
保
険
料
(税
)の
減
免

◇
対
象
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
や
災
害
等
の
特
別
な
事
情

に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の

収
入
等
が
減
少
し
て
生
活
が
困
窮

し
、
納
付
が
困
難
な
世
帯

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
減
免
と
な
る
世

帯
に
属
す
る
方
の
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
や
介
護
保
険
料

も
減
免
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆
と
て
も
重
要
な
調
査
で
す
☆

町
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
８

年
度
ま
で
を
計
画
年
度
と
し
た

「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
策
定
に
向
け
て
、「
ど
こ
に
」、

「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
高
齢
者
が
」、「
ど
の
程
度

生
活
し
て
い
る
の
か
」
を
把
握
す

る
た
め
に
、
｢ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
が
調
査
対
象
と
な
っ
て

い
る
場
合
、
ご
本
人
の
代
わ
り
に

回
答
さ
れ
た
り
、
ご
一
緒
に
回
答

さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
調
査
対
象

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
、

65
歳
以
上
の
方

◆
調
査
方
法

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返

信
用
封
筒
に
て
１
月
27
日
(金
)ま

で
に
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
合
せ

◇
役
場
福
祉
課
介
護
Ｇ

（
菜
の
花
に
こ
に
こ
セ
ン
タ
ー
）

TEL
０
１
７
５
（
73
）
７
７
３
４

































































































町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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町
で
は
、
来
年
度
４
月
１
日
か

ら
任
用
と
な
る
会
計
年
度
任
用
職

員
に
つ
い
て
、
別
表
記
載
の
職
種

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
人
数

各
職
種
若
干
名

下
表
以
外
の
職
種
希
望
の
場
合

は
予
め
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
応
募
資
格

①
町
及
び
近
隣
市
町
村
に
在
住
し

て
い
る
方

②
満
年
齢
18
歳
以
上

③
希
望
す
る
職
種
に
必
要
な
資
格

免
許
を
取
得
し
て
い
る
方

④
健
康
状
態
が
良
好
で
あ
る
方

⑤
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

で
な
い
方

⑥
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
る
ま
で
の
者
で
な
い
方

◆
勤
務
条
件
等

①
各
種
手
当

通
勤
距
離
に
応
じ
て
通
勤
手

当
、
期
末
手
当
（
支
給
要
件
あ
り
）

を
支
給

②
各
種
保
険

要
件
を
満
た
す
勤
務
条
件
の
場

合
、
共
済
短
期
（
健
康
保
険
）・
厚









































生
年
金
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入

③
休
暇
等

勤
務
日
数
等
に
応
じ
て
年
次
有

給
休
暇
・
特
別
休
暇
等
を
付
与

④
任
用
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
で
設
定

※
選
挙
事
務
は
令
和
５
年
２
月
か

ら
の
任
用
が
可
能
で
す
が
、
任

用
期
間
を
選
挙
期
間
中
に
限
ら

せ
て
頂
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
手
続
き

「
横
浜
町
会
計
年
度
任
用
職
員
申

請
書
」
を
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
取
得
し
、
各
資
格
証
及
び
普
通

自
動
車
免
許
証
の
写
し
と
と
も
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

①
役
場
総
務
課
備
え
付
け
の
申
請

書
を
取
得

②
１
４
０
円
切
手
及
び
住
所
氏
名

を
記
入
し
た
封
筒
（
角
２
）
を

同
封
の
う
え
総
務
課
へ
請
求

③
横
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
の
上
、
両
面
印
刷

◆
申
込
み
期
限

令
和
５
年
２
月
３
日
(金
)ま
で

に
ご
応
募
下
さ
い
。

◆
申
込
み
・
お
問
合
せ

◇
役
場
総
務
課
総
務
防
災
Ｇ

TEL
０
１
７
５
（
78
）
２
１
１
１

（
内
線

３
２
４
）

職業区分 時給 基本勤務時間 勤務内容

選挙事務 ９４９円
１日７時間
週５日勤務

選挙準備、事務補助
※令和５年２月からの任用可能

一般事務 ９４９円
１日７時間
週５日勤務

各所属課の事務補助
パソコン打込み等

運転手
※要大型運転免許

９９２円
１日７時間
週５日勤務

町内温泉バス送迎
役場車両の管理

学校特別支援員

教員免許なし
９４９円
教員免許あり
１，０２６円

１日７．５時間
週５日勤務

特別支援学級の児童生徒等への支援等

学校用務員 ９３６円
１日７時間
週５日勤務

学校・敷地内の環境整備等

看護師等
※要免許

１，１２３円
１日６時間
週５日勤務
※要相談

新型コロナウイルス対策、ワクチン接種等につ
いての業務、健康増進業務

































従
業
員
の
個
人
住
民
税
は
「
特

別
徴
収
」
が
原
則
で
す
！

個
人
住
民
税
と
は
、
個
人
の
県

民
税（
県
税
）と
市
町
村
民
税（
市

町
村
税
）
を
併
せ
た
地
方
税
の
こ

と
で
、
市
町
村
が
賦
課
・
徴
収
を

し
て
お
り
、「
地
域
社
会
の
会
費
」

と
し
て
県
と
市
町
村
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
住
民
税
の
「
特
別
徴
収
」

と
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同

様
に
、
事
業
主
が
従
業
員
に
代
わ

り
、
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
の
税
額
を
天
引
き
し
、
納

入
す
る
制
度
で
す
。

県
と
市
町
村
は
、
地
方
税
法
の

要
件
に
該
当
す
る
事
業
主
の
皆
様

に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
義
務
者
の
指
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
を
行
う
事
業
主
の
皆

様
及
び
従
業
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
だ

実
施
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
の
皆

様
は
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
お

願
い
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
手
続
き
等
に
つ
い

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢



14

て
は
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町

村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
お
問
合
せ

◇
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納
税
管
理
課

TEL
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線

２
１
１
～
２
１
４
）

裁
判
所
の
情
報
公
開
と
は
、
裁

判
所
の
保
有
す
る
司
法
行
政
文
書

を
開
示
す
る
手
続
で
す
。
裁
判
所

は
情
報
公
開
法
の
対
象
外
で
す

が
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
の

観
点
か
ら
、
要
綱
等
を
定
め
て
手

続
を
行
っ
て
い
ま
す
。
開
示
の
申

出
は
、
目
的
を
問
わ
ず
誰
で
も
で

き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
裁
判
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
情
報
公
開
・
個

人
情
報
保
護
）
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
青
森
地
方
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

TEL
０
１
７
（
７
２
２
）
５
４
２
１



























































国
と
和
解
等
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

団
事
務
局
（
小
野
寺
友
宏
法
律

事
務
所
内
）

TEL
０
１
２
０
（
76
）
０
１
５
２

◆
日
時

令
和
５
年
１
月
21
日
(土
)

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
内
容

Ｂ
型
肝
炎
被
害
対
策
東
北
弁
護

団
が
、Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。（
通
話
料
は
か
か
り

ま
す
）

◆
対
象

Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
ご
家

族
（
患
者
が
亡
く
な
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
相
続
人
）

◆
電
話
相
談
の
番
号

TEL
０
２
２
（
２
６
６
）
９
６
８
６

TEL
０
２
２
（
２
６
６
）
９
６
８
７

※
予
約
不
要
で
す
。
電
話
相
談
会

日
時
に
直
接
お
電
話
く
だ
さ

い
。

◆
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
と
は
？

幼
少
時
の
集
団
予
防
接
種
に
よ

り
Ｂ
型
肝
炎
に
感
染
し
た
と
認
め

ら
れ
る
患
者
に
対
し
病
態
に
応
じ

て
50
万
円
～
３
６
０
０
万
円
の
給

付
金
等
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で

す
。
た
だ
し
、
給
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
国
を
相
手
に
訴
訟
を
し

て
証
拠
に
基
づ
き
救
済
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で





























































公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年

研
修
協
会
で
は
、
春
休
み
海
外
研

修
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
海
外
生
活
を
通
し
て

交
流
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

初
め
て
海
外
へ
行
か
れ
る
方
も
安

心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
事
前

説
明
会
（
対
面
式
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）

や
事
前
研
修
会
も
実
施
し
、
準
備

か
ら
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

◆
研
修
国

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
ハ
ワ

イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル

◆
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・

学
校
訪
問
・
文
化
交
流
・
地
域
見

学
・
野
外
活
動
等

※
研
修
国
(コ
ー
ス
)に
よ
り
体
験

内
容
を
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
。

◆
説
明
会

対
面
式
(東
京
都
内
)と
オ
ン
ラ

イ
ン
式
12
月
予
定

※
実
施
日
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

◆
日
程

令
和
５
年
３
月
26
日
(日
)

～
令
和
５
年
４
月
６
日
(木
)

の
内
７
～
12
日
間

※
研
修
国
(コ
ー
ス
)に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

◆
対
象

小
３
～
高
３
の
方
ま
で

※
コ
ー
ス
に
よ
り
対
象
学
年
が
異

な
り
ま
す

◆
定
員

各
10
名

◆
参
加
費

34
万
８
千
円
～
78
万
８
千
円

※
研
修
国
(コ
ー
ス
)に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

◆
締
切

・
令
和
５
年
１
月
12
日
(木
)

・
令
和
５
年
１
月
25
日
(水
)

◆
お
問
合
せ
・
資
料
請
求

◇
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会

〒
１
７
０
‒
０
０
１
３

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
２
‒
23

‒
２

Ｕ
Ｂ
Ｇ
東
池
袋
ビ
ル
６
階

TEL
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

FAX
０
３
（
３
９
８
１
）
２
７
１
２

info@
kskk.or.jp

（
http://w
w
w
.kskk.or.jp)











































◆
相
談
内
容

相
続
登
記
お
よ
び
法
定
相
続
情

報
証
明
制
度

◆
相
談
期
間

令
和
５
年
２
月
１
日
(水
)

～
令
和
５
年
２
月
28
日
(火
)

１
か
月
間
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）

◆
相
談
場
所

青
森
県
内
の
各
司
法
書
士
事
務

所
※
ご
相
談
に
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
事
前

に
各
司
法
書
士
事
務
所
へ
ご
相

談
の
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
費
用

初
回
相
談
無
料

（
２
回
目
以
降
や
具
体
的
な
手
続

き
は
有
料
で
す
）

◆
お
問
合
せ

◇
青
森
県
司
法
書
士
会

〒
０
３
０
‒
０
８
６
１

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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青
森
市
長
島
三
丁
目
５
番
16
号

TEL
０
１
７
（
７
７
６
）
８
３
９
８

















































































































就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
仕
事

の
探
し
方
・
応
募
書
類
作
成
・
面

接
対
策
な
ど
）
を
知
り
た
い
方
、

就
職
活
動
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
な
ど
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
当
職
業
相
談
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
の
求
職
活
動
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
す

◆
日
時

令
和
５
年
１
月
17
日
(火
)・
２

月
28
日
(火
)・
３
月
14
日
(火
)

各
日
11
時
～
15
時
ま
で

◆
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
野
辺
地

２
階
会
議
室

◆
予
約
方
法

「
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
あ
お
も
り
」
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

あ
お
も
り

TEL
０
１
７
（
７
２
３
）
６
３
５
０



































募
集
概
要

◆
デ
ジ
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
科

◇
募
集
定
員

15
名

◇
募
集
期
間

令
和
５
年
１
月
４
日
(水
)

～
令
和
５
年
２
月
２
日
(木
)

◇
入
校
試
験
日

令
和
５
年
２
月
９
日
(木
)

◇
試
験
方
法

・
職
業
適
性
検
査

・
面
接

◇
対
象
者

知
的
障
害
の
な
い
方

◇
訓
練
期
間

１
年
（
４
月
～
３
月
）

◆
Ｏ
Ａ
事
務
科

◇
募
集
定
員

15
名

◇
募
集
期
間

令
和
５
年
１
月
４
日
(水
)

～
令
和
５
年
２
月
２
日
(木
)

◇
入
校
試
験
日

令
和
５
年
２
月
９
日
(木
)

◇
試
験
方
法

・
職
業
適
性
検
査

・
面
接

◇
対
象
者

知
的
障
害
の
な
い
方

◇
訓
練
期
間

１
年
（
４
月
～
３
月
）

◆
作
業
実
務
科

◇
募
集
定
員

10
名

◇
募
集
期
間

令
和
５
年
１
月
４
日
(水
)

～
令
和
５
年
２
月
２
日
(木
)

◇
入
校
試
験
日

令
和
５
年
２
月
９
日
(木
)

◇
試
験
方
法

・
適
性
検
査

・
面
接
（
保
護
者
同
伴
）

◇
対
象
者

知
的
障
害
の
あ
る
方

◇
訓
練
期
間

１
年
（
４
月
～
３
月
）

◆
試
験
会
場

青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

（
弘
前
市
緑
ヶ
丘
１
‒
９
‒
１
）

◆
合
格
発
表

令
和
５
年
２
月
16
日
(木
)

午
前
９
時

◆
お
問
合
せ

◇
青
森
県
立
障
害
者
職
業
訓
練
校

訓
練
科

TEL
０
１
７
２
（
36
）
６
８
８
２

（
担
当

阿
保
）



















































参
加
費
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退

場
自
由

中
高
年
・
シ
ニ
ア
の
雇
用
に
積

極
的
な
企
業
の
担
当
者
が
、
会
社

概
要
・
求
人
内
容
・
お
仕
事
の
内

容
を
ご
説
明
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
、
産
業
雇
用
安
定
セ

ン
タ
ー
の
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
様
々

な
ご
相
談
が
で
き
ま
す
。

会
場
で
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
「
採
用

に
繋
が
る
応
募
書
類
の
ポ
イ
ン

ト
」
も
開
催
し
ま
す
。

※
当
説
明
会
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
の
求
職
活
動
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
す
。

◆
参
加
対
象
者

45
歳
以
上
の
就
職
活
動
中
の
方

◆
参
加
企
業

15
社
程
度

◆
会
場

八
戸

ユ
ー
ト
リ
ー

１
Ｆ
多
目
的
大
ホ
ー
ル
Ｂ

◆
日
時

令
和
５
年
２
月
14
日
(火
)

13
時
～
16
時

（
受
付
12
時
30
分
～
15
時
）

◆
お
問
合
せ

◇
ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

あ
お
も
り

TEL
０
１
７
（
７
２
３
）
６
３
５
０

chuukounen@
im
s-

hirosaki.com

















































◆
日
時

令
和
５
年
２
月
23
日
(木
)

～
令
和
５
年
３
月
５
日
(日
)

10
時
～
14
時

◆
場
所

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮
直
売
所
ハ
ン

ズ
及
び
大
温
室
周
辺

◆
販
売
品

◇
園
芸
商
品

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、雪
割
草
、

鉢
花
各
種
、
洋
ラ
ン
、
観
葉
植

物
、
山
野
草
、
他

◇
ハ
ン
ズ

福
祉
施
設
商
品
、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
、
他

◆
催
事

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、雪
割
草
、

園
芸
商
品
が
す
べ
て
表
示
価
格
よ

り
10
％
割
引

八
重
咲
、
一
重
咲
、
あ
ね
も
ね

咲
や
花
色
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

展
示
販
売

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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止
と
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
上
北
地
方
教
育
・
福
祉
事
務
組

合

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

TEL
０
１
７
６
（
56
）
５
１
２
１

FAX
０
１
７
５
（
56
）
５
１
１
９















































て
適
正
に
添
付
し
て
下
さ
い
。

・
共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
従

事
者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と

き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請

求
す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ

い
。

詳
し
い
事
は
、
以
下
の
連
絡
先

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
７
０
‒
８
０
５
５

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
‒
24

‒
２

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

TEL
03
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

FAX
03
（
６
７
３
１
）
２
８
９
０

（
https://w
w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/）

林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し

た
林
業
界
で
働
く
方
の
た
め
に
国

が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応

じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共

済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
従
事
者
が

林
業
界
を
や
め
た
と
き
に
林
退
共

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

〇
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、

法
人
で
は
損
金
、
個
人
企
業
で

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま

す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退

職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

◆
事
業
主
の
皆
様
へ

・
共
済
証
紙
は
労
働
日
数
に
応
じ

相
談
員
が
借
金
の
状
況
等
を
お

伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護

士
等
に
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

◆
受
付
時
間

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
除

く
）

８
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
16
時
30
分























◆
相
談
専
用
電
話

TEL
０
１
７
（
７
７
４
）
６
４
８
８

◆
お
問
合
せ

◇
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所

理
財
課

TEL
０
１
７
（
７
２
２
）
１
４
６
３

































放
送
大
学
で
は
、
２
０
２
３
年

４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。放

送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。「
大
学
を
卒

業
し
た
い
」「
働
き
な
が
ら
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
」「
家

事
・
育
児
を
し
な
が
ら
学
び
た
い
」

「
リ
タ
イ
ヤ
後
の
学
び
を
楽
し
み

た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

で
、
様
々
な
年
代
や
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
い
資
料
を
無
料
で
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
放
送
大
学
の
特
徴
と
魅
力

・
放
送
大
学
は
、
正
規
の
通
信
制

大
学
で
す
。（
大
学
卒
業
の
資

格
を
取
得
）

・
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
。
学
力

試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
半
年
の
在
学
も
Ｏ
Ｋ
。
１
科
目

か
ら
学
べ
ま
す
。（
約
３
０
０

科
目
を
開
講
）

・
負
担
の
少
な
い
授
業
料
が
魅
力

で
す
。（
１
科
目
＼
２
単
位
：

１
１
，
０
０
０
円
）

・
受
講
か
ら
単
位
認
定
試
験
ま
で

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す
の

で
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

学
び
方
」
と
し
て
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

・
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
が
、
様
々
な
相
談
に

対
応
し
ま
す
。

◆
出
願
期
限

令
和
５
年
３
月
14
日
(火
)

※
放
送
大
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
・
資
料
請
求
（
無
料
）

◇
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
０
１
７
２
（
38
）
０
５
０
０

◇
八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

TEL
０
１
７
８
（
70
）
１
６
６
３

◇
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
https://w
w
w
.ouj.ac.jp）

























今
月
開
催
予
定
の
第
33
回
新
春

郷
土
芸
能
発
表
会
（
横
浜
町
郷
土

芸
能
保
存
会
主
催
）
を
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
郷
土
芸
能
保
存
会

事
務
局

沖
津

TEL
０
９
０
(２
３
１
２
)３
８
５
５

１月は
・国民健康保険税 第７期
・後期高齢者医療保険料 第６期
・介護保険料 第６期

の納期限です

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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～ 高齢者世帯の「住宅防火診断」実施 ～
令和４年11月９日(水)町内に住む81歳から85歳の１人暮らしの高齢者世帯を訪問し「住宅防火診

断」を実施しました。
冬季は暖房器具等を使用する機会が多く、火災の発生が強く懸念されることから高齢者が少しで

も安心して暮らしてもらえるようにと、火の元の確認や火を使う器具等に異常がないか点検を行い、
火の用心を呼びかけました。

消 防 署 通 信
火事と救急・救助は119番

火事・救急・救助は横浜消防署加入電話に通報より断然１１９通報が早い！

◎ 年末・年始 火災特別警戒の実施 ◎
★実施期間★ 令和４年１２月２８日(水)～令和５年１月３日(火)
冬はストーブなど火気を利用する機会が増えることに加えて、空気が乾燥し火災が発生

しやすくなります。また、年末のあわただしさも重なり、火の取扱いに対し注意が不足する
可能性があります。

① ストーブの周りに燃えやすいものを置かない等、暖房器具の取扱いに十分注意
する。

② 火を使って調理する際は、その場から離れないようにし、離れる際は必ず火を消
しましょう。

③ 年末の大掃除の際は、家具などの裏にあるコンセントプラグも掃除しましょう。
④ お出かけ前や就寝前には必ず火の元を確認しましょう。

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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 民 の ま  民 の ま  民 の ま  駐在所
通 信

横浜駐在所
☎78-2110

～あましておめといま～～あましておめといま～
新春のお慶びを申し上げます。
旧年中は、いろいろとご協力いただき有り難
うございました。
本年も皆様が安全・安心に暮らせるまちづく
りに全力を尽くしたいと思いますので、これか
らもご協力の程よろしくお願い申し上げます。

２０２３年 元旦
野辺地警察署 横浜駐在所

～警～～警～
11月24日(木)にふれあいセンターで横浜町社
会福祉大会が行われ、そこで青森県警察音楽隊
の演奏会が開催されました。
会場は、あふれんばかりの拍手で盛り上がり
ました。

～防・安全～～防・安全～
横浜駐在所では、高齢者を対象に防犯・交通安全講
話を行いました。
地域の皆さんも普段から特殊詐欺や交通事故の防止
に心掛けましょう。

～に～～に～
冬の道路は積雪や凍結により滑りやすく
なっています。
ドライバーのみなさん、スリップ事故防
止のため
１割のスピードダウン
２倍の車間距離
３分の早め出発
に心掛け安全運転に努めましょう

～除雪中のにし～～除雪中のにし～
県内では、毎年、多くの人が除雪中の事故に遭っ
ています。
屋根上からの転落事故や雪の下敷き等にならない
ように、屋根の雪下ろしをするときは「命綱を付け
る」「滑り止めのついた靴を履く」等転落防止に注意
するほか、自分の周囲に十分注意するようにして、
除雪中の事故から自分を守りましょう。

『住民のまど』の掲載について
婚姻、出生に関して、広報への掲載を希望
される方は役場町民課へお申し出下さい。
おくやみ欄については、町民課窓口に届出
される際に、掲載の可否を確認しております。
また、休日届出等の場合は事前に役場へ連
絡をお願いします。

農業委員会定例総会
のお知らせ

定例総会では、農地法に基づく審
議、及びその他の法令に基づく審議
がされます。次の定例総会の日程は
以下のとおりです。

◇定例総会日時 ２月１０日（金）
１３時３０分～

（・申請の締切日 １月２３日（月））

※毎月農業者年金の相談受付を行っ
ています。

◎おくやみ申し上げます
橋 本 レヱ子（９２）緑町
伊 藤 武（７８）幸町
大 関 春 枝（９５）三号新町
白 糠 敏 子（８３）桧木
雪 田 喜美男（６８）浜田
仲 川 謙 二（５３）幸町
大 沢 清 三（８６）向平

毎月１日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日｣

令和４年11月末の人身事故・物損事故発生状況

区分
令和４年 令和３年 前年比11月中(単月) 11月末(累計) 11月末(累計)

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者
人身事故 0 0 0 4 0 6 7 1 6 －3 －1 ±0
物損事故 6 89 72 ＋17

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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○教教育課 ☎７８－６６２２

１月の行予定
1 日 元日

2 月 振替休日

3 火

4 水 ○福おひさまルーム

5 木 ○福貯筋教室

6 金 第二ちどり保育園 新年お楽しみ会

7 土

8 日

9 月 成人の日

10 火

11 水 ○福おひさまルーム、ちどり保育園 新年子供会

12 木 ○福貯筋教室

13 金

14 土

15 日

16 月 横浜小・中学校 ３学期始業式、あさひ幼稚園 ３学期始業式

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、変更となる場合があります。
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17 火 ○健１歳６か月健診

18 水 ○福おひさまルーム、○総人権相談

19 木 ○福貯筋教室

20 金

21 土

22 日

23 月 ○健離乳食教室

24 火 ○健３歳児健診

25 水 ○福おひさまルーム

26 木 ○福民児協定例会、○福貯筋教室

27 金 横浜中学校 学校説明会

28 土 ○教横浜町文化・体育・スポーツ賞授与式、
ちどり保育園 保育参観日・懇談会

29 日

30 月

31 火

菊池泰裕・海夢さんの子
男の子（大豆田）

ボスベイビーの歌が大好きな
綾人くん
「アヤトが１番可愛いよー
！！」

菊池 綾人くん
R4.1.17生
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